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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

　今号で、創刊から記念すべき200号を
迎える「つちうら市議会だより」。市民と
議会を結ぶパイプ役として創刊され、46
年を経過しようとしています。
　今回の特集では、記念号が発行された
年の議会の出来事を振り返ります。

市内における国道６号の交通渋滞
緩和を目的としたバイパスの、早期
完成を待ち望んでいる市民の要望に
応えるべく、土浦バイパス建設特別
委員会を設置し、早期完成に向けた
運動を展開した結果、昭和57年３
月、国道６号バイパスが暫定二車線
で全線開通しました。

～第50号が発行された昭和53年～～第50号が発行された昭和53年～

昭和40年の梅雨期の集中
豪雨、昭和41年の台風第４
号により、農作物ならびに
家屋の浸水等の被害を受け
ました。この被害に対処す
るため、桜川改修工事の早
期完成や備前川の改修など
についての意見書を茨城県
知事及び関係機関へ提出し
ました。

～創刊号が発行された昭和41年～～創刊号が発行された昭和41年～

平成14年第１回定例会の模様を、土浦ケーブルテレビを
通じて約17,000世帯に生中継しました。この中継は試験的
に放送したもので、議会中継をテレビで生中継したのは県
内初めての試みでした。

～第150号が発行された平成14年～～第150号が発行された平成14年～

雲仙普賢岳の噴火により大きな被害を受けた方々に
対し、全議員から救援金を募り被災地へ送りました。
雲仙普賢岳の噴火により大きな被害を受けた方々に
対し、全議員から救援金を募り被災地へ送りました。

霞ヶ浦総合対策特別委員会
では霞ヶ浦の浚渫事業実施に
ついて、常磐線対策特別委員
会においてはＪＲ及び運輸省
に快速電車の土浦駅乗り入れ
について、強力な働きかけを
行いました。
また、議会史編さん特別委
員会が設置され、平成４年３
月に「土浦市議会五十年のあ
ゆみ」を発行しました。

～第100号が発行された平成３年～～第100号が発行された平成３年～

▲創刊号表紙

▲国道６号バイパス開通式

▲第100号表紙
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